
かた昼消防団は平成１２年に大分市賀来地区で初

めて発足しました。消防団活動を中学生に体験し

てもらうことにより、消防団に対する理解を深め、

未来の消防団員を育成しようと、地元自治会、学

校、消防団が協力して立ち上げたものです。

現在では、その活動を市内全域に広げて消防団員

が小中学生に消防・防災の体験させることにより、

子ども時代からの防災意識の醸成を目的としていま

す。

■４ʷ４ かた昼消防団

＜かた昼消防団育成の流れ＞

かた昼消防団で行う主な活動を掲載しています。活動を通じて、いざという時の対処方法の習

得や防災についての知識を体得できるよう努力してください。また、様々な訓練を体験すること

によって、児童の興味を継続させることができます。もちろん、ここに記載しているもの以外で

もかまいません。

【基礎訓練】

行進や敬礼、辞令の受領方法など

基本的動作を指導してください。

可搬消防ポンプを使用して実際に放水します。

実際に放水する際は、準備段階は消防団員が操

作し、放水を開始し安定してから児童にホース

を持たせ、団員も必ず手を添えて児童だけが持

つことのないようにしてください

【放水訓練】
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普段乗ることがない消防車に乗車し「火の用心」を

訴える活動は直接的な社会貢献活動にもなり、児童

に社会奉仕の心を養うきっかけになります。参加し

たその日に経験できる点も児童にとっても効果的かつ

印象的だと思います。走行中、児童が原稿を読み上げ

てください。消防車に乗車できるため、人気の活動で

す。

【防火広報活動】

〈読み上げ用シナリオ(例)〉
「○○地区の皆さん、おはようございます。
こちらはかた昼消防団○○分団です。
○月○日より1週間
全市一斉、秋の火災予防運動が展開されます。
この時期は空気が乾燥し火災の起こりやすい季節となります。
○○地区から、火災を起こさないよう火の取扱いには

十分注意しましょう。
（平成○○年度全国統一防火標語）
『○○○○ ○○○○○ ○○○○』
※以上、繰り返して読み上げ

【清掃活動】

地区の清掃活動を通じて、地域貢献への意欲と関心を

高めます。災害時の危険箇所確認などを同時に行うこ

とで、地域防災についての知識を得る機会にもなりま

す。
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